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大
平
洋
収
“
の
間
は
か
ら
十
二
月
八
日
で
丸
四
十
年
。
こ
の
大
収
中
、
旧
日
本
霜
が
中
国
大
議
で
行
っ
た
人
体
実
験
の
せ
い
惨
な
奥
態
が
、

よ
う
や
く
秘
密
郎
隊
出
身
者
の
日
か
ら
”
ら
れ
拍
め
た
。
細
園
戦
の

「
洲
州
七
三

一
部
隊
」

（ｍ
称
、
石
丼
部
隊
）
と
、
壽
ガ
ス
戦
の

「
粗
州

五

一
六
部
像
」
。
秘
密
の
ベ
ー
ル
の
奥
て
、

「
兵
器
開
発
」
や

「
研
空

に
名
を
借
り
て
駆
け
ら
れ
た
紙
慄

（
り
つ
）
す
べ
き
実
験
の
数
ヽ

三
十
人
以
上
と
い
わ
れ
る
犠
牲
者
は
、
だ
れ

一
人
、
生
き
て
は
帰
ら
な
か
っ
た
。
死
体
の
疲
跡
す
ら
、
と
と
め
な
か

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
駆

薇
の
被
書
者
の
告
発
を
免
れ
て
き
た
日
本
人
の
歴
史
の

一
漱
。
収
時
下
と
は
い
え
、
椰
“
、
因
人
と
は
い
え
、
生
き
た
人
間
を
死
の
実
験
台
に

さ
ら
し
、
も
だ
え
蓄
し
む
様
を
冷
ｍ
に
期
栞
で
き
る
心
と
は
何
か
。
ナ
テ
ス
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ

ッ
ツ
に
劣
ら
ぬ
こ
の
螢
慮
の

「
“
案
」
は
、
パ
ー

ル
ハ
ー
パ
ー
四
十
年
を
前
に
盛
ん
な
戦
争
回
襲
諭
継
に
、
密
猥
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。
　

（
社
会
部
、
朝
野
富
〓
、
宇
軒
晴
久
）

戦
慄
の

覇 天爾菌珊 3千人超す犠牲者

秘密部隊出身者の多 くは

責任追及免れ■リー トの道

る
。
昭
和
八
年
、
湖
川
の
四
平
の
興
験
　
れ
た
。
隊
員
は
約
二
十
人
。
ペ
ス
ト
園

場
で
、
高
圧
電
流
や
務
ガ
ス
を
使

っ
て
　
を
持

っ
た
ノ
ミ
を
結
め
た
細
陳
熔
”
を

人
体
奥
験
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
　
開
発
し
た
ほ
か
、
現
在
、
中
国
、
昭
田

部
隊
長
も
軍
医
学
校

派
遣

の
家

曜
中
　
の
民
間
人
、
日
本
の
は
科
系
大
学
研
究

佐
。
人
体
実
験
は
雛
医
学
校
を
激
流
に
　
者
閻
な
ど
で
発
生
し
て
い
る
洸
行
性
出

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
熱
も
人
体
奥
験
で
研
究
し
て
い
た
“

「
束
郷
部
隊
」
は
十

一
年
に

「
関
東

軍
防
夜
綸
水
都
」
、
お
ガ
ス
収
部
隊
も

十
四
年
に

「
関
東
駆
化
学
部
」
の
名
で

正
式
充
足
。
剛
脇
隊
は
合
間
で
人
体
奥

験
を
行
っ
た
。

表

向
き
は
伝
染
詢
予
防
や
飲
料
水
の

供
給

の
た
め
の
部
は
た

が
、
奥
際

は
細

菌
収

を
研
究
。

ハ
ル
ビ
ン
郊
外

の
平

刀

に
本
部
４
耐
き
、
各

地
に
文
部
が
作
ら

園
□
幽

チ
チ
ハ
ル
郊
外
に
あ
り
、
技
術
将
校

を
中
心
に
お
ガ
ス
兵
器
の
開
発
に
あ
た

っ
た
。
政
死
性
の
高
い
■
腋
ガ
ス
兵
器

開
発
に
特
に
力
“
Λ
れ
、
こ
の
瀑
叫
郡

隊
と
し

て
近

く
に

「
潤
州

五
二

六
都

隊
」
な
ど
関
東
軍
化
学
部

Щ
Ｈ
は
も
あ

っ
た

。

「
七

〓

一
ｍ
稼
」
の
か
け
に
隠

れ
た
形

で
、
独
後
、
“
隊

の
存
在
す
ら

明

る
み

に
出
な
か

っ
た
。

Ａ
実
験
Ｏ
Ｖ
肛
■
者
＝
Ａ
鳴

昭
和
十
七
年
、
佐
富
級
の
陵
軍
技

師
Ｏ
ｏ

（
＾
氏
は
■
争
憲
り
け
た
）

は
、
七
〓

一
部
隊
で
凍
傷
予
防
を
研

究
し
て
い
た
。
当
時
、
都
隊
の
燎
獄

に
自
系
ロ
シ
ア
の

期
人

二
人

が
い

た
。
そ
の
技
師
は
簡
状
の
冷
凛
襲
磁

の
中
に
期
人
た
ち
の
手
を
突

っ
込
ま

せ
、
マ
イ
ナ
ス

一
〇
度
か
ら
回
七
〇

度
ま
で
照
々
に
温
度
を
下
げ
、
凛
傷

に
な

っ
て
い
く
状
況
を
側
べ
た
。
婦

本
た
ち
の
手
は
内
が
落
ち
、
脅
が
見

え
た
。
婦
人
の

一
人
は
服
獄
内
で
子

供
を
曜
ん
だ
が
、
そ
の
子
も
こ
の
奥

「 洵州 516自
`驚
」の本部は、赤レンガ造 りだ った一―写真は
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源
流
は
軍
医
学
校

歎郎

一
隋

鋼

躙

雉

¨
ｍ

』
¨
¨

崚
燎
首
脳
部
に
巡
書

。
こ
れ
が
い
れ
ら

れ
同
七
年
、
睦
π
“
医

学
校

（
東
京

・

戸
山
ケ
原
）
に
防
投
研
究
生

が
、
日

潔

州

（
中
国
東
北
都

）
の

ハ
ル
ビ
ン
近
く

に

「
東
郷
網
隊
」
と
い
う

晴
”
名
の
細

粛

研
究

所
が
作
ら
れ
た

。
部
“
長
は
右

井

中
将
で
い
七

〓

一
部
隊
の
蜻

材
と
い

え

る
。
睦
軍

の
人
体
興
験
は
こ
の
時
か

ら
■

ま

っ
た
よ
う
で
、
当
時
、
関
”
軍

作
戦
主
任
お
凛
だ

っ
た
鳳
臓
〓
郎
元
中

将

含
じ
＝
１，「
玉
県
狭
山
市
＝
は

「
こ
の

こ
ろ
、
実
験

は
細
興
だ
け
で
な
く
、
水

だ
け
と
か
、
何

も
食

べ
物
を
与

え
な

い

で
何
日
生
き
ら

れ
る
か
、
な
ど

も
闘

ベ

て
い
た
」
と
訛
言
す
る

。
理
臓
氏
に
よ

る
と
、
死
体
は
高
圧
の
電
気
鮮

で
凛
跡

の
親
ら
な
い
よ
う
に
焼
却
し
て

い
た
と

い
う

ｏ

出
カ
ス
研
究

は
、
第

一
次
大

職
時
に

コ
ー

ロ

ッ
パ
で
拠
用
さ
れ
た
の

に
四
激

さ
れ
、
大
蔵
七
年
、
軍
床
学
校

に
化
学

兵
器
研
究
軍
が
作
ら
れ

て
ス
タ

ー
ト
。

副
年
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵

に
は
い
く
も
略

“

マ
ス
ク
二
万
鯛

“
戦
旭
に
送

“
て
い

四
十
年
の
餞
月
が
、
詈
戒
心
を
“
れ

さ
せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
年
老
い
て
、

今
、
８
い
”
し
て
お
か
ね
ば
、
の
気
持

ち
か
ら
か
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
し
，
ベ

ら
な
い

と
さ
れ
て
き
た
両
部
隊

出
身

の
幾
人
か
が
、
毎
日
新
聞
配
イ
に
組
っ

た
。
い
ず
れ
も
製
名
扱
い
が
条
件
な
が

ら
、
こ
の
人
々
が
、
今
さ
ら
、
作
り
事

を
言
う
必
μ
は
な
く
、
発
言
は
翼
実
を

物
組
る
歴
史
的
証
＝
と
い
え
よ
う
。
そ

の
う
ち
二
人
の
日
線
し
た
こ
つ
の
実
験

の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

Ａ
実
験
Ｏ
Ｖ
　
肛
講
者
“
兵
陣
県
在

住
、
床
学
研
究
所
長
、
Ａ
氏
今
し
。
七

〓
〓

部
隊
出
身
、
元
興
剤
少
し
。

昭
霜
十
七
年
四
月
、
七
三

一
と
五

一
六
円
部
隊
が
、
ソ
細
田
境
近
く
の

郷
■ｒ
、
ハ
イ
ラ
ル
郊
外
の
ホ
以
で
〓

口
間
、
合
回
凛
験

を
し

た
。

「
丸

太
」
と
呼
ば
れ
た
因
人
的
曹
人
が
使

わ
れ
、
四
つ
の
ト

ー
チ

カ
に

一
回

二
、
〓
人
ず
つ
が
入
れ
ら
れ
た
。
防

壽
マ
ス
ク
の
将
校
が
、
波
体
冊
職
を

び
ん
に
相
め
た

「
茶
び
ん
」
と
呼
ぶ

毒
ガ
ス
■
を
ト
ー
チ
カ
内
に
投
げ
、

窮
息
性
ガ
ス
の
ホ
ス
タ
ン
を
ポ
ン
ペ

か
ら
放
射
し
た
。

「
丸
本
」
に
は
あ

ら
か
し
め
、
心
臓
の
即
す
ヤ
脈
拍
を

見
る
摂
稼
に
コ
Ｌ
を
っ
呟

約

二
〇
メ
離
れ
た
机
の
上
に
は
い
た
心

電
図
の
計
圏
な
，
テ
）
「
死
に
壺
る
体

の
変
化
」
を
記
録
し
た
一
死
が
観
露

さ
れ
る
と
将
校
た
ち
は
、
“
ガ
ス
靭

鷲
を
調
べ
る
試
験
嶽
空
手
に
ト
ー
チ

カ
に
近
づ
き
、
死
体
を
引
き
ず
り
出

し
た
。

一
回
の
奥
験
で
死
な
な
か
っ

た
者
に
は
、
も
う

一
回
米
幣
績
曖
り

返
し
、
全
員
を
殺
し
ち

死
体
は
す

べ
て
、
近
く
に
猥
っ
た
テ
ン
ト
の
中

で
解
割
し
た
。

「
丸
太
」
の
中
に
六
十
八
歳
の
中

国
人
の
男
性
が
い
た
。
こ
の
人
は
七

二

一
部
隊
内
で
ペ
ス
ト
照
を
注
射
さ

れ
た
が
、
死
な
な
か
っ
た
の
で
あ
ガ

ス
実
験
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
。
ホ
ス

グ
ン
を
浴
び
せ
て
も
死
な
ず
、
あ
る

卸
医
が
血
日
に
空
気
を
注
射
し
た
。

す
ぐ
に
死
ぬ
Ｌ
思
わ
れ
た
が
、
死
な

な
い
の
で
か
な
り
太
い
注
射
器
で
さ

ら
に
空
気
社
入
れ
た
。
そ
れ
で
も
生
　
　
験
に
出
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら

き
続
け
、
最
後
は

木
に

首
を

つ
っ
　
　
く
し
て
監
期
を
の
ぞ
い
た
が
、
二
人

て
、
殺
し
た
。
こ
の
人
の
死
体
を
解

　

の
婦
人
Ｌ
子
供
の
壼
は
撃

４
‘
く
な

剖
す
る
と
、
内
臓
が
若
者
の
よ
う
だ
　
　
っ
て
い
た
。
死
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

っ
た
の
で
駆
医
た
ち
が
鮨
き
の
声
を

あ
げ
た
の
を
覚
一え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
Ａ
実
験
Ｏ
Ｖ
　
証
言
謝
＝
神
奈
川
県

在
住
、
国
立
入
学
名
警
教
授
、
Ｂ
氏
命

し
。
五

〓
ハ
部
隊
出

身
、

元
技

籠
少

亀

十
八
年
こ
ろ
、
ハ
ル
ビ
ン
の
東
に

あ
っ
た
■
一〓
部
隊
の
実
験
り
で
簿

ガ
ス
実
験
に
喜
属

っ
た
。
一一，
四

方
ヽ
高
さ
約
ニ
ア
の
ガ
ラ
ス
猥
り
の

ガ
ス
奎
の
中
で
、
中
凹
人
の
男
性

一

人
が
日
鳳
し
さ
れ
、
ク
イ
に
後
ろ
手

に
“
ら
れ
て
い
た

。
ガ

ス
窒

内
で

は
、
く
し
ゃ
み
ガ

ス

（
呵
吐

性
ガ

ス
）
が
も
う
も
う
と
期
を
上
麻
、
男

の

人
ば
激

し
く
せ

き
込
み
三
声
レ

そ
う
に
も
が
い
て
い
ヽ

聞
ｍ
で
も

〓
〓

、
五

一
六
門
部
隊
の
軍
医
や
技

術
将
襲
十
数
人
が
見
て
い
た
。
自
分

は
い
た
た
ま
れ
ず
十
分
問
ぐ
ら
い
見

た
だ
け
で
、
そ
の
場
を
離
れ
た
。
男

性
の
そ
の
後
は
知
ら
な
い
。
こ
こ
で

は
嗅釉

天

ｙ

つ
ん
）
性
ガ
ス
の
イ
ベ

「丸
太
」と
呼
ば
れ
た
被
実
験
者
　
¨

生
き
た
ま
ま
実
験
に
使
わ
れ
た
　
め
と
み
ら
れ
る
。
ｔ
〓

一
部
隊
は
　
¨

人
た
ち

は

「
丸

太
Ｃ
と

呼
ば
れ

し
ぼ
し
ば
悲
兵

隊
に

「
材

料
数

¨

た
。
中
国
人
Ｌ
ン
迎
人
が
輩
、

　

本
、
選
れ
」
と
興
用
。
そ
の
滋
億
　
¨

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
思
想
犯
や
皮
日
　
ハ
パ
●
フ
ス
ク
継
事
は
判

（
二
十
　
一

運
動
活
動
叡
。
関
東
軍
は
正
式
に
　
四
年
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
だ
け
　
¨

は

「
神
移
扱
」
と
称
し
、
中
田
人
　
で
も
年
Ⅲ
五
ヽ
六
日
入
。
昭
和
十
　
¨

は
憲
兵
隊
が
、
ソ
連
人
は
な
軍
柑
　
五
年
か
ら
終
戦
ま
で
に
三
十
人
以
　
¨

鰯舗
矧
曜淋
細
軸
ｖ
腱
龍
瞬
一肺
編
鶴

¨

七
二

一
郎
隊
内
の
服
獄
に
増
り
込
　
と
も
に
、
残
っ
て
い
た

「
丸
太
」
　
¨

ん
だ
。

一
収
入
っ
た
者
は
二
蔵
と

を
■
薇
カ
リ
を
嫌
っ
た
食
“
や
け
　
¨

出

る
こ
と
は

な
か

っ
た
。

「
丸
　
ん
難
で
殺
し
、
す
べ
て
を
ヤ
ミ
に
　
¨

太
」
と
い
う
名
は
実
ｎ
材
料
に
人
　
押
っ
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
¨

ｍ
●
曖
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
す
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

リ

ッ
ト
で
も
実
験
し
て
い
る
の
だ
と

聞
や

乳

■

・

も
勇
ろ
ん
、
し
，
べ
ら
な
い
人
の
方

が
は
る
か
に
多
い
。
取
材
を
中
し
込
ん

で
も
、

「
人
還
い
だ
」
と
ウ
ン
を
言
い

蒙
う
４
■
発

「
ダ
メ
電

そ
縫

だ

っ
た
ら
し
な
い
そ
」
と
玄
測
払
い
す
る

元
大
佐
。
部
隊
に
い
た
¨ゝ

」
を
家
族
に

意

セ

瞥

〓

を

買

宗

悪
い
か
ら
」
と
外
で
渋
々
イ
ン
タ
ピ
ュ

ー
に
応
じ
な
凛
締
鰤
腑
も
い
ち

七
〓

一
部
隊
は
戦
後
ヽ
ソ
連
側
の
ハ

バ
●
フ
ス
ク
軍
り
出
判
で
遺
及
さ
れ
た

が
、
露

Ｔ

命

に

座
っ
た

の
は

十
二

人
好

。
い
歳

５

覇

て

昇

寿

議

豚

ぼ

と
を

瀬

篭

翼
低
需
里
″
る̈
¨ゝ
妊
ど
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
そ
の
多
く
は
大
学
の
学
長

教
授
ヽ
大
会
社
の
幹
部
な
ど
と
、
エ
リ

ー
ト
の
道
を
歩
ん
だ
。
明
ら
か
い
人
体

実
験
で
嗣
た
デ
ー
タ
を
も
Ｌ
に
し
た
瞼

文
で
、
戦
後
ヽ
”
士
り
を
と

っ
た
元
軍

医
も
い
る
。

凍
傷
奥
ｍ
で
Ａ
氏
に
名
指
し
さ
れ
た

元
触
軍
投
側
は
収
後
、
公
立
医
大
の
学

長
を
務
め
、
生
″
者
叙
勲
も
受
け
て
い

る
。
柾
甘
を
う
き
つ
け
ス
，
ヽ

彼
は
な

っ
た
。

「
人
体
実
験
？
部
下
が
勝
手
に

や
っ
た
か
も
し
れ
ん
が
、
僕
は
や
っ
て

な
い
。
そ
れ
芸

ユ
■

、
警

各

沐

を

し
て
い
る
よ
。
彼
に
そ
う
た
と
し
て
も

だ
、
戦
０
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
命
令
を
下

し
た
の
は

国
だ
。
す
べ
て

国
の

口
任

で
、
個
人
は
関
係
な
い
さ

ち
な
み
に
ア
ウ
シ

ュ
ビ
ッ
ン
な
ど
数

制
簑

ぞ

会

議

実

■
燿

に

か
か
わ
っ
た
ナ
チ
ス
収
犯
に
つ
い
ヽ

西
ド
イ
ツ
政
府
は
戦
後
三
口
に
わ
た
ｏ

て
裂

農

ヽ

嚇

洗

し

た
。

今
な
お
同
国
の
検
察
当
用
は
犯
卵
者
の

鯉
索
を
続
け
て
い
る
。

暴
か
れ
た
旧
陸
軍
の

″
ア

ウ

シ
ュ
ビ

ッ
ツ

″


